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植物系繊維の異同識別におけるPy-GC/MS法の有用性 
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鑑識 

PYA3-012 

図1 サーモグラムと主ピークの平均した 

      マススペクトルの比較 
熱分解温度： 100 - 700ºC (20ºC/min), GCオーブン温度：300ºC 

EGAチューブ： 不活性化金属チューブ L=2.5 m, i.d.=0.15 mm 

カラム流量： 1 mｌ/min; He, スプリット比： 1/50, 試料量： 約300 µg 

               図2 パイログラムの比較 
熱分解温度： 600ºC, GCオーブン温度： 40 – 320ºC（20ºC/min, 6 min） 
分離カラム： Ultra ALLOY＋-5 (5%ジフェニル95%ジメチルポリシロキサン) 

                 （L=30 m, i.d.=0.25 mm, df=0.25 µm） 
キャリヤーガス流量： 1 ml/min: He, スプリット比： 1/50, 試料量： 約100 µg 
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[背景] 鑑識の分野においては、様々な未知ポリマー試料の異同識別を迅速に行う必要性から、簡便な測定法が望まれている。 こ

れに対し、多機能パイロライザーを用いた発生ガス分析（EGA）-MS法は, PYA3-012で報告するように、非常に簡便な手法で、多く

のポリマーの異同識別に有効である。 しかし、主成分を同じくするポリマーの場合には、EGAによる異同識別は困難な場合もある

。 このような場合には、Py-GC/MS法により微小な差異に注目することで異同識別が可能となる。 本報では、Py-GC/MS法により、

共に主成分をセルロースとする植物系繊維である、綿と麻の異同識別を行った例を報告する。  

[方法] Py-GC/MS法により、綿および麻の600ºCにおけるパイログラムを測定し比較した。 

[結果] EGA-MS法による測定結果の比較を、参考として図1に示す。 綿と麻のサーモグラムおよびここで300～400ºCにかけて観

測された主ピークの平均化したマススペクトルは、酷似しているため異同識別が困難である。 また、Py-GC/MS法によるパイログラ

ムを図2に示す。 何れもレボグルコサンを主ピークとする、良く似たパイログラムを示し、*印のピークに差異が認められるが、約12

分以降には、麻のパイログラム上にのみ、ワックスに由来する一連の炭化水素のピークが明確な違いとして観測される。 これは、

各繊維の製造工程における脱脂工程の有無による違いと考えられる。 このように、主成分を同じくする試料については、Py-

GC/MS法を用いて、微小な差異に注目することにより、異同識別が可能である。 
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